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◆調査テーマ
　●今の子どもたちにとって、高校受験の経験がどのような意味をもつのかを明らかにすること
　●志望校選び・受験勉強のあり方と、成長実感や現在の学習状況との関連を明らかにすること

◆調査方法　
　インターネット調査

◆調査時期　
　2011年9月

◆調査対象　
インターネット調査会社の約191万人のモニター母集団のうち、子どもをもつ母親（35歳～59
歳）10万人に対して予備調査を実施。このうち、高校受験（中高一貫校の内部進学は除く）を
経験した高１生の子どもがいる母親にアンケートの協力を依頼。母子3,085組のサンプルが集
まった時点で調査を終了。

◆調査の全体像　

調 査 概 要

子ども票子ども票

中学校生活

母親票母親票

受験を振り返って

受験の悩み、
よかったこと・反省点、
受験を振り返って、
親子関係　等

現在の生活
現在の成績の自己評価、
高校生活、将来像　等

志望校選び

受験校数、入試方法、情報源、重視したこと、入学意欲の強さ、
受験に関する時期　等

受験勉強

中学時の成績の自己評価、得意な教科・苦手な教科、勉強時間、
校外学習、勉強した場所、勉強した理由、勉強のしかた、自分
なりの工夫　等

志望校選びで重視したこと、母親の関わり（志望校選び、受験勉強）、母親からみた父親の関わり、
受験の悩み、子どもの成長実感、受験を振り返って、教育費、子どもの将来像、家庭環境　等

※ 本報告書で使用している百分比（％）は、有効回答数のうち、その設問に該当する回答者を母数として算出し、
小数点第２位を四捨五入して表示した。四捨五入の結果、数値の和が 100 にならない場合がある。
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●性別
　男子…………………………………………48.9％
　女子…………………………………………51.1％

●校内成績（中学３年の冬休み前・自己評価）
　上位…………………………………………19.9％
　中上位………………………………………40.2％
　中位…………………………………………17.4％
　下位…………………………………………21.9％
　覚えていない……………………………… 0.7％
　

●出身中学
　公立中学……………………………………97.2％
　国立中学…………………………………… 1.7％
　私立中学…………………………………… 1.2％

母親

●年齢
　35～39歳 …………………………………10.6％
　40～44歳 …………………………………42.2％
　45～49歳 …………………………………38.1％
　50歳以上 ………………………………… 9.1％

●就業状況
　正規の社員・従業員………………………10.0％
　派遣・契約社員…………………………… 4.4％
　パート・アルバイト………………………41.0％
　自営業・自由業・家族従業員…………… 5.8％
　無職（専業主婦など）……………………37.3％
　その他、答えたくないなど……………… 1.5％

●最終学歴
　中学校、高等学校…………………………37.8％
　専門学校・各種学校………………………16.2％
　短期大学……………………………………27.1％
　大学、大学院………………………………18.3％
　その他、答えたくないなど……………… 0.6％

子ども

●現在通っている高校（卒業後の進路）

子ども

27.4 44.7 14.7 13.3

短大や専修・専門学校への
進学者が多い

国公立大学や難関私立大学
への進学者が多い 中堅レベルの大学への進学者が多い

就職や就職
希望者が多い

（％）

　　　　　　 30.7 

　　　　　　　　　　　　　64.3 

 0.4 

　　　14.9 

　　　　　　　　　   47.6 

 0.4 

公立高校の推薦入試（前期選抜を含む）

公立高校の一般入試（後期選抜を含む）

公立高校の二次募集

私立・国立高校の推薦入試

私立・国立高校の一般入試

私立・国立高校の二次募集

0 20 40 60 80 100

18.1％

56.8％

0.3％

9.1％

15.4％

0.3％

受験した入試方法
（現在通っている高校）

（％）
受験した入試方法（複数回答）

●受験校数

48.0 14.8 13.1 10.4

私立・
国立1校公立1校、私立・国立1校

平均2.0校

公立1校

公立1校、
私立・国立2校

4.8

公立2校、
私立・国立1校

8.9

その他

（％）

回 答 者 の 属 性

●入試方法

※ 本文中の「中３時の校内成績」別の分析では、この分類を
用いている。「１（上のほう）」と回答した人を「上位」、「２」
「３」と回答した人を「中上位」、「４（真ん中）」と回答した
人を「中位」、「５」～「７（下のほう）」と回答した人を「下
位」とした。

注）同じ学校を複数回受験した場合は1校として回答してもらっている。
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ⅠⅠ      志望校選び志望校選び

「高校受験を意識し始めた」のは、「中２の後半」
までで３割強、「中３の初め頃」までで６割を
越える。「高校受験にむけた勉強を始めた」の
は、「中２の後半」までで約２割、「中３の夏
休み頃」までで６割に達するが、「中３の後半」
から始めた子どもも１割強いる。「今通ってい

る高校が受験校の候補としてあがった」時期
はばらつきが大きいが、最終的に「今通って
いる高校を受験することを決めた」のは「中
３の後半」がもっとも多い。

1 受験に関する時期
６割の子どもが中３の初め頃までに高校受験を意識し、中３の夏休み頃までに受験勉
強を開始する。

（％）

高校受験を
意識し始めた時期

高校受験にむけた
勉強を始めた時期

今通っている高校が
受験校の候補として
あがった時期

今通っている
高校を受験する
ことを決めた時期

入学前～中１の間 10.2 3.9 11.5 5.7 

中２前半～
夏休み後ぐらい 13.2 6.9 7.9 3.6 

中２の後半 12.1 7.2 4.7 2.6 

中３の初め頃 25.9 21.0 15.4 11.3 

中３の夏休み頃 16.3 25.0 15.7 12.3 

中３の夏休み後ぐらい 9.0 14.1 16.2 16.1 

中３の後半 7.1 12.3 18.1 30.3 

入試直前になって 1.6 3.9 7.1 15.7 

とくに意識しなかった 4.4 5.7 3.5 2.4 

注） 「入学前～中１の間」は「中学校に入学する前」＋「中１の初め頃」＋「中１の夏休み頃」＋「中１の夏休み後ぐらい」＋「中１の後
半」の％。「中２前半～夏休み後ぐらい」は「中２の初め頃」＋「中２の夏休み頃」＋「中２の夏休み後ぐらい」の％。

Q
表1-1　受験に関する時期

子ども次のことを考えたり、決めたりしたのはいつですか。

累積61.4％

累積64.0％

累積71.4％

累積81.9％
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ⅠⅠ      志望校選び志望校選び

自分の学力にあっている

通学に便利な場所にある

教育方針や校風がよい

学費があまりかからない

大学への進学実績がよい

生徒の自主性が重視されている

入りたい部活がある

世間での評価が高い

施設や設備が充実している

特色のある授業、カリキュラムがある

スポーツや芸術活動がさかんである

行事（文化祭、体育祭など）がさかんである

いじめや非行の心配がない

就職に有利である

とりたい資格がとれる

友だちも受験する

留学や海外への修学旅行の機会がある

0 20 40 60 80 100 推薦入試

92.8

67.5

59.9

52.2

51.7

56.1

59.6

49.1

56.4

62.4

49.8

50.2

47.9

42.3

37.2

35.0

19.5

23.2

<

>

<

>

≫

>

>

≫

<

>

一般入試

95.8

72.1

61.8

60.6

56.4

54.6

50.9

54.6

50.8

47.0

47.8

44.6

43.0

44.5

30.9

22.8

27.9

16.5

（％）

先生の指導（学習指導、生徒指導、
進路指導など）が丁寧である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 94.9

　　　　　　　　　　　　　　  70.9

　　　　　　　　　　　　  61.2

　　　　　　　　　　　　58.3

　　　　　　　　　　　 55.1

　　　　　　　　　　　 54.9

　　　　　　　　　　    53.3

　　　　　　　　　　    53.1

　　　　　　　　　　   52.4

　　　　　　　　　　  51.3

　　　　　　　　　　48.3

　　　　　　　　　  46.0

　　　　　　　　    44.2

　　　　　　　　    43.8

　　　　　　   32.7

　　　　　  26.2

　　　　　 25.6

　　　   18.4

入試方法別

「自分の学力にあっている」「通学に便利な場
所にある」の２つがとくに高い。また、「学費
があまりかからない」も 6 割が「重視した」
と回答している。一方で、「部活」「施設や設備」
「特色のある授業、カリキュラム」「スポーツ
や芸術活動」など、5割前後の項目が多く、重

視した点は子どもによって多様である。この
点に関して、現在通っている高校に合格した
時の入試方法別にみてみると、推薦入試で合
格した子どものほうが、より多くの項目を重
視していたことがわかる。

2 重視したこと
推薦入試で合格した子どものほうが、志望校選びの際に高校の具体的な活動やカリ
キュラムを重視していた。

注１）「とても重視した」＋「まあ重視した」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの、≪≫は10ポイント以上差があるもの。
注３） 入試方法別は現在通っている高校に合格した時の入試方法でわけている。現在の高校に「二次募集で合格した」ケースは少なかった

ため省略している。

Q
図1-1　志望校選びで重視したこと

子ども志望校を決めるのに、次のようなことをどれくらい重視しましたか。
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ⅠⅠ   志望校選び   志望校選び

8 割の子どもが「保護者の話」「高校の見学会
や説明会」を参考にしている。また、「担任の
先生の話」「友だちの話」「塾や予備校の先生
の話」がいずれも７割程度で、人の話を参考
にして志望校を決める子どもが多いことがわ
かる。入学意欲別でみると、「ぜひ今の学校に

入学したかった」群は、「高校の見学会や説明
会」「高校の文化祭や体育祭などの行事」でと
くに他の群より数値が高く、実際に高校に足
を運びながら志望校選びをしていたようすが
うかがえる。

3 情報源
８割の子どもが、志望校選びで「保護者の話」「高校の見学会や説明会」を参考にした。

保護者の話

高校の見学会や説明会

校外模試の結果

担任の先生の話

友だちの話

塾や予備校の先生の話

高校発行のパンフレットやウェブサイト

地域での評判

先輩の話

高校の文化祭や体育祭などの行事

進学に関する本や雑誌、ウェブサイト

部活動の先生の話

0 20 40 60 80 100

ぜひ今の
学校に入学
したかった

ほかに入学
したい学校
があった

とくに入学
したい学校
はなかった

85.8

85.6

74.8

71.5

66.8

66.5

64.2

63.2

58.8

53.3

51.2

40.0

30.4

85.4

74.0

73.9

70.6

69.6

71.2

59.7

59.7

49.5

47.1

38.4

38.4

23.5

≫

＞

＞

≫

＞

＞

≫

≫

≫

＞

＞

≫

≫

82.1

66.6

62.8

70.7

70.0

58.5

49.3

50.5

41.7

43.2

27.7

26.7

21.8

入学意欲別

（％）

中学校が作成した進路指導資料
（校内模試の成績も含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 84.8

　　　　　　　　　　　　　　　　78.5

　　　　　　　　　　　　　　   72.0

　　　　　　　　　　　　　　  71.1

　　　　　　　　　　　　　　68.2

　　　　　　　　　　　　　  65.9

　　　　　　　　　　　　 59.8

　　　　　　　　　　　　 59.6

　　　　　　　　　　   52.6

　　　　　　　　　　49.5

　　　　　　　　   42.8

　　　　　　　  36.6

　　　　　  26.7

注１）「とても参考にした」＋「まあ参考にした」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの、≪≫は10ポイント以上差があるもの。
注３）「入学意欲」の詳細はｐ15図3-2を参照。

Q
図1-2　志望校選びの情報源

子どもあなたは、志望校を決めるのに、次の項目のようなことをそれぞれどのくらい
参考にしましたか。
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ⅠⅠ      志望校選び志望校選び

６ページで多くの子どもが情報源として保護
者の話を参考にしていることがわかった。実
際に母親は、志望校選びについて「学校や塾
の先生に相談」したり「高校の見学会や説明会」
に参加したりと、積極的な情報収集を行って
いる。しかし、志望校決定の場面では「子ど

もの意志を尊重して、自分の意見を主張する
のをやめた」母親が 54.9% いる。子どもの回
答では「親はあなたの意志を尊重して志望校
を決めさせてくれた」が 9 割に達しており、
志望校決定は子ども主体で行われる家庭が多
いことがわかる。

4 母親の関わり
志望校選びについて母親も積極的な情報収集をしているが、決定は子ども主体で行わ
れている。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93.1

　　　　　　　　　　　　　　　  75.2

　　　　　　　　　　　　　　 70.5

　　　　　　　　　　　　　　68.4

　　　　　　　　　　　  56.0

　　　　　　　　　　　 54.9

　　　　  20.9

　  7.3

受験する高校を子どもと一緒に考えた

受験する高校について、学校や塾の先生に相談した

高校に関する情報を積極的に収集した

高校の見学会や説明会に子どもと一緒に参加した

子どもの意志を尊重して、自分の意見を主張するのをやめた

受験する高校のことで子どもと意見が食い違った

子どもの志望校を説得して変更させた

0 20 40 60 80 100
（％）

高校卒業後の進路（就職や進学など）について、
自分の希望を子どもに伝えた

具体的な関わり

親子関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  90.8

　　　　　 25.1

　　  10.8

親はあなたの意志を尊重して志望校を決めさせてくれた

受験する高校のことで親と意見が食い違った

志望校を親に決めつけられた

0 20 40 60 80 100
（％）

注）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

注）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

Q

Q

図1-3　志望校選び・母親の関わり

図1-4　子どもからみた親子関係

母親あなたは、お子様の志望校を決めた時のことについて、次のようなことが
どれくらいあてはまりますか。

子ども志望校を決めた時、次のようなことがどれくらいあてはまりましたか。
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Ⅱ　Ⅱ　受験勉強受験勉強

子どもの学校外での勉強時間は、中３の９月
ごろと比べると入試直前のほうが長い。中３
時の校内成績別にみると、上位の子どもの勉
強時間は、入試直前で週あたり平均約 32 時間
となり、１日４～５時間に相当する。しかし、
下位の子どもは週あたり平均で約 18 時間にと

どまり、入試直前でもほとんど勉強しない子
どもが１割近くいる。ほとんどの子どもが受
験にむけて学習量を増やしていく一方で、最
後までモチベーションのあがらない子どもも
いることがわかる。

1 勉強時間
高校入試直前には学校外での勉強時間が長くなり、成績上位の子どもでは週あたり約
32時間となる。

注１） 週あたりの勉強時間は、学校や塾の授業を除いた勉強時間と、塾での授業時間を合計して、平均値を算出したものである。
注２） 学校や塾の授業を除いた勉強時間は、中３の９月ごろと高校入試直前の２時点で尋ねている。「ほとんどしない」を０分、「30分くら

い」を30分のように置き換えたのちに、平日の勉強時間を５倍、休日の勉強時間を２倍し、これらを合計して１週間の時間を算出し
た。

注３） 塾での授業時間は、中３の９月以降の通塾状況（冬期講習を除く）をもとに算出している。通塾していない人を０分とし、通塾してい
る人については週あたりの日数と１回あたりの時間を乗じて１週間の時間を算出した。

Q

図2-1　週あたりの勉強時間

子ども

・ あなたは次の時期に、どれくらい勉強していましたか。学校や塾・予備校で授業を受けて
いた時間は除いて考えてください。
・中３の９月以降、あなたは学習塾や予備校に行っていましたか。
・ （「行っていた」人にお聞きします。）１週間に何回くらい行っていましたか。
  学習塾や予備校の授業は、１回にどれくらいの時間ありましたか。

注１）週あたりの勉強時間を算出し、０分だった人の％を示している。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの。

表2-1　週あたりの勉強時間「ほとんどしない」の比率
（％）

全体
中３時の校内成績別

上位 中上位 中位 下位

中３　９月ごろ 6.0 2.9 2.9 5.4 14.4

高校入試直前 3.1 1.6 1.0 2.2 8.9

＜

＜

 

　　　　　　　　　　19 時間 08 分

　　　　　　　　　　　　　24 時間 49 分

　　　　　　　　　　　20 時間 42 分

　　　　　　　　　16 時間 51 分

　　　　　　　12 時間 58 分

全体

上位

中上位

中位

下位

全体

上位

中上位

中位

下位

0 10 20 30 40 0 10 20 30 40

（時間） （時間）
中3　9月ごろ 高校入試直前

 

　　　　　　　　　　               25 時間 58 分

　　　　　　　　　　　　　              31 時間 46 分

　　　　　　　　　　　               28 時間 02 分

　　　　　　　　　               24 時間 05 分

　　　　　　　           18 時間 25 分

中
３
時
の
校
内
成
績
別

中
３
時
の
校
内
成
績
別
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子ども

Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

国語・社会・数学・理科・英語のなかで、一
番得意だった教科、苦手だった教科を選んで
もらったところ、どちらも「数学」「英語」の
比率がとくに高い。苦手と感じ始めた時期を
みると、「国語」「数学」は入学前から、「社会」
「理科」「英語」は中１が多く、早い段階から

苦手意識が芽生えていることがわかる。しか
し、苦手教科の成績推移をみると、高校入試
直前までに「あがった」子どもが 36.5%となっ
ており、受験にむけて苦手教科の勉強にも取
り組んできたようすがうかがえる。

2 得意な教科・苦手な教科
得意な教科・苦手な教科ともに「数学」「英語」が多い。４割近い子どもが入試直前
までに苦手教科の成績をあげている。

英語
21.8

数学
27.2

（%） （%）

国語
18.3

理科
12.7

社会
14.1

なし
5.9

英語
27.2

数学
28.9

国語
16.7

理科
10.0

社会
13.2

なし
4.1

一番得意だった教科 一番苦手だった教科

英語

数学

国語

理科

社会

4.6 26.6 21.1 12.8 12.0 9.6 4.3 8.9

33.6 12.3 9.5 9.0 8.7 11.6 6.3 9.0

入学前から 中１ 中２

■中学校に入学する前 
■中１の初め頃 
■中１の夏休み頃～夏休み後ぐらい　
■中１の後半
■中２の初め頃 
■中２の夏休み頃～後半 
■中３の間 
■覚えていない

中３ （％）

43.8 12.3 4.6 3.7 6.2 6.9 6.5 16.0

20.4 22.7 6.4 6.9 9.6 10.3 7.9 15.8

19.5 16.6 9.8 12.7 7.2 13.7 5.3 15.3

36.5 52.1 11.4

あがった 変化なし さがった
（％）

注１） 「一番苦手だった教科」の質問で、国語・社会・数学・理科・英語のいずれかを選択した人のみに尋ねている。
注２） 「中２の夏休み頃～後半」は「中２の夏休み頃」＋「中２の夏休み後ぐらい」＋「中２の後半」の％。「中３の間」は「中３の初め

頃」～「入試直前になって」までの％の合計。

注） 「一番苦手だった教科」について、「苦手と感じ始めた時期」と「高校入試直前」の２時点での校内成績をそれぞれ７段階で尋ね、
その推移によって分類した。苦手教科がないケースや、成績を覚えていないケースは分析から除外している。

Q

図2-2　得意教科／苦手教科

図2-3　苦手と感じ始めた時期

図2-4　苦手教科の成績推移

・ 国語・社会・数学・理科・英語の５教科についてお聞きします。中学生のころ一番得意だっ
た教科、苦手だった教科を１つずつ選んでください。

・「一番苦手だった教科」についてお聞きします。あなたがその教科を苦手と感じるようになっ
   たのはいつごろからですか。
・  その教科を苦手と感じ始めた時期の成績、高校入試直前の成績はそれぞれ学年
   でどれくらいでしたか。
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Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （94.4）

　　　　　　　　　　　　　　（68.7）

　　　　　　　　　　　　　 （64.5）

　　　　　　　　　　   （53.2）

　　　　　　　 　　　（49.7）

　　　　　　　　　  （46.7）

　　　　　　　   （37.5）

　　　　　　   （32.4）

　　　　　  （27.0）

志望校に合格したかったから

みんながやるので、なんとなくあたりまえだと思っていたから

親や先生に勉強するよう言われたから

勉強したことは、いずれ仕事や生活の役に立つと思ったから

勉強がわかること自体おもしろかったから

勉強のしかたを身につけたかったから

学んだことを将来の仕事にいかしたかったから

成績がいいと、親や先生にほめてもらえたから

ライバルに負けたくなかったから

0 20 40 60 80 100
（％）

■とてもそう
■まあそう

58.2 36.2

12.9 55.8

13.4 51.1

11.1 42.1

11.4 38.3

7.9 38.8

8.6 28.9

4.5 27.9

7.1 19.9

わからないことがあったとき、だれかに質問して解決した

学校の授業をおろそかにしないように気をつけた

成績が悪かったとき、自分のどこが悪かったかを考えた

勉強しているとき、自分がわからないところはどこかを見つけようとした

学校や塾の先生から教わったとおりの方法で勉強した

わからないことがあったとき、まずは自分で調べてみた

勉強のやり方が、自分にあっているかどうかを考えながら勉強した

勉強するときは、最初に計画を立ててからはじめた

勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみた

勉強するときは、自分で決めた計画にそって行った

勉強の進み具合にあわせて、計画を見直した

0 20 40 60 80 100
（％）

■とてもあてはまる
■まああてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　   （77.1）

　　　　　　　　　　　　　　　 （74.6）

　　　　　　　　　　　　　   （67.0）

　　　　　　　　　　　　　（63.8）

　　　　　　　　　　　　   （62.8）

　　　　　　　　　　　   （57.2）

　　　　　　　　　　   （52.6）

　　　　　　　　   （42.3）

　　　　　　　　  （41.4）

　　　　　　　　  （41.2）

　　　　　　　  （36.3）

25.7 51.4

17.0 57.6

10.5 56.5

10.3 53.5

13.2 49.6

10.3 46.9

6.8 45.8

9.5 32.8

5.8 35.6

7.8 33.4

5.5 30.8

勉強の理由では「志望校に合格したかったか
ら」が９割を越え、「みんながやるので」「親
や先生に言われたから」が６～７割と続く。
一方で勉強のおもしろさや役立ち感を理由に
勉強していた子どもは、５割にとどまる。勉
強の方法では「成績が悪かったとき、自分の

どこが悪かったかを考えた」子どもは７割近
くいるが、実際に自分で勉強法を工夫したり、
計画を立てたりした子どもは４割程度である。
受験勉強のなかでも、勉強のおもしろさを感
じて自分で工夫ができた子どもと、できなかっ
た子どもがいることがわかる。

3 勉強の理由と方法
勉強のおもしろさや役立ち感を理由に勉強していた子どもは５割。自分で勉強法を工
夫したり計画を立てたりした子どもは４割。

注）（ ）内の数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

Q
図2-5　勉強した理由

図2-6　勉強の方法

子ども中 3の 9月以降を振り返って、あなたが勉強していたのは、どうしてですか。

Q 子ども中 3の 9月以降を振り返って、勉強をするなかで、次のようなことはあてはまりま
すか。

注）（ ）内の数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％。
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Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

注）≪ ≫は10ポイント以上差があるもの。

4 自分なりの工夫
３割の子どもが、受験勉強で自分なりの工夫やうまくのりきったコツがあったと回
答。

中上位

35.9 ≫

上位

49.3 ≫

中位

20.9 

下位

16.9 

中３時の校内成績別

ある

31.6

ない

68.4

（％）
（％）

わからないところをそ
のままにしないことを
徹底し、まず自分なり
にじっくり考えたこ
と。（愛知県／公立／一
般入試／男子）

中学２年の冬に現在通っている
高校の説明会に行ってから、絶
対にこの高校に入学するのだと
いう強い意志をもっていたので、
落ち込みそうになったら、高校
生活を思い描いてがんばった。
（兵庫県／公立／推薦入試／女子）

愛犬と一緒にゆっくりした。愛
犬をなでてやると安心した。（福
岡県／公立／一般入試／男子）

弟妹が多く、家の中が
騒がしいので、静かな
時間に勉強できるよう
生活リズムを調整し
た。（夜 7時に寝て朝
3時に起きるなど）（神
奈川県／公立／一般入
試／女子）

朝は眠くて模試のとき
に居眠りしてしまったり
したので、毎朝５時半に
起こしてもらって勉強し
た。そうすると８時頃に
は完全に目が覚めた。（東
京都／私立／一般入試／
男子）

「自分だったら合格できる、行
ける」と思い込み、今がんばれ
ばすぐには結果として表れな
かったとしても、きっといつか
今のがんばりが大きな成果とし
て表れると考えるようにした。
（静岡県／公立／一般入試／女子）

勉強の合間にスポーツをして気
分転換をした。（長崎県／公立
／一般入試／男子）

得意教科は、先にこなし
受験近くにもう一度確認
するようにして、苦手教
科をゆっくりやった。（岩
手県／公立／一般入試／
男子）

過去問の間違った所に
印を付け、何度も解き
ました。印が消えてい
くのが嬉しかったです。
（熊本県／公立／一般入
試／女子）

ここまで、と範囲を決
めて勉強する。１週間
分の勉強の予定を立
て、１週間で帳尻が合
うように勉強した。（鹿
児島県／公立／一般入
試／男子）

中１は、毎日１時間勉強する。中２
は、２時間勉強すると、家で、母に
言われて決まっていたから、中３に
なったからといって、勉強時間を増
やすこともあまりなく、勉強できた。
毎日コツコツが、よかったと思う。
（大阪府／公立／一般入試／女子）

普段のノートの取り方に気を配り、後から見
返すだけで授業内容が思い出せるように一目
でよくわかるレイアウトにした。また先生が
言っていた「教科書には載っていないけど余
談」的なこともできるだけ書き込み、ノート
をみるとそのときのことが思い出せるように
した。（兵庫県／公立／一般入試／女子） 

勉
強
の
し
か
た
の
工
夫

目
標
を
掲
げ
て
、
今
が
ん
ば
る

息
抜
き
や
気
分
転
換

生
活
リ
ズ
ム

ゲームや漫画を
しまいこんで近
くに置かなかっ
たし、テレビを
みるのもやめ
た。（香川県／
公立／推薦入試
／男子）

友だちとの切磋琢磨は大き
かった。 １点の違いで順位
が大きく違うことで、細か
いところまで気をつけるよ
うになった。 すべて、友だ
ちがいたから今の自分があ
る。（福島県／公立／一般入
試／男子）

友
だ
ち
の
支
え

Q

図2-7　自分なりの工夫の有無

子ども

・ 受験勉強をするなかで、自分なりに工夫したことや、うまくのりきったコツはありますか。
・ （「ある」とお答えになった方におうかがいします。）あなたが自分なりに工夫
   したことや受験勉強をうまくのりきったコツを、具体的にお答えください。

自分ひとりでやっていても
煮詰まるので、スカイプを
使って友だちとわからない
ところを話し合いながら勉
強した。（埼玉県／公立／一
般入試／男子）
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Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

　　　　　　　　　　　　　　　　  80.6

　　　　　　　　　　　　　  65.6

　　　　　　　　　　　　　 64.5

　　　　　　　　　　　　  60.6

　　　　　　　　　　　　 59.9

　　　　　　　　　　   51.9

　　　　　　　　　　   51.9

　　　　　　　　    43.6

　　　　　   27.9

　　　　　  26.9

　　　　　  26.5

　　　　    23.7

　　　   18.3

　　  11.5

合格できるか不安だった

なんだかイライラした

何を勉強すればよいのかわからなかった

学校選びの不安や悩みがあった

思うように成績が伸びなくて悩んだ

家族に口答えしたりしてあたった

忙しくなって友だちと過ごす時間が減った

内申点が足りなくて悩んだ

友だちとの関係に気をつかうようになった

体調を崩した（お腹が痛くなるなど）

よく眠れなかった

親と進路のことで意見が食い違った

部活動との両立がうまくできなくて悩んだ

親に進路を決めつけられた

0 20 40 60 80 100 中上位

80.8 

65.5 

63.6 

60.8 

61.3 

50.7 

55.4 

44.2 

28.4 

26.5 

24.7 

22.6 

18.5 

8.8 

<

<

≪

≪

≪

<

≪

<

＜

≪

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＞

＜

＜

≪

＜

＜

＜

＜

＜

＜

＜

中３時の校内成績別（％）
上位

71.4 

58.4 

36.6 

49.2 

36.9 

44.5 

53.4 

23.7 

26.5 

26.3 

21.2 

16.5 

14.3 

8.9 

下位

84.7 

70.8 

82.1 

66.8 

70.6 

58.7 

44.9 

55.7 

26.8 

28.3 

31.6 

29.0 

20.3 

16.1 

中位

86.2 

68.1 

77.0 

66.0 

70.4 

55.8 

51.8 

50.2 

30.3 

26.7 

29.8 

28.2 

20.2 

15.5 

子どもの高校受験の悩みや不安をみると、合
格への不安がもっとも多いが、64.5％が「何を
勉強すればよいのかわからなかった」と回答
している。高校受験期においても、勉強方法
がわからずに悩む子どもの姿がうかがえる。
また、中 3時の校内成績別でみると、「思うよ

うに成績が伸びなくて悩んだ」など、勉強面
での悩みは成績による差が大きい。それに比
べると、「友だちとの関係に気をつかうように
なった」などの友人関係の悩みでは、成績に
よる差が小さい。

5 受験の悩み（子ども）
８割の子どもが高校受験で合格できるか不安を感じ、６割の子どもは何を勉強すれば
よいのかわからなかったと感じていた。

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの、≪≫は10ポイント以上差があるもの。

Q
図2-8　受験の悩み（子ども）

子ども高校受験の悩みや不安に関して、次のようなことがどれくらいあてはまりますか。
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Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

子どもの高校受験に際して、74.3％の母親は子
どもが合格できるか不安を感じており、54.2％
が子どもの成績の伸び悩みを感じている。さ
らに、44.2％が「受験にむけて何をサポートす
ればよいのかわからなかった」と回答してお
り、受験期のサポートの難しさを物語ってい

る。また、子どもの性別でみると、男子の母
親のほうが「子どもの成績が思うように伸び
なくて悩んだ」「子どもに口出ししすぎてし
まった」などの比率が高い。

6 受験の悩み（母親）
７割の母親が子どもの合格への不安を感じ、４割の母親が受験にむけて何をサポート
すればよいのかわからなかったと回答している。

77.2 

57.1 

45.9 

43.8 

40.8 

36.5 

27.4 

24.4 

>

>

>

>

女子

71.5 

51.7 

42.5 

37.2 

36.6 

30.1 

28.2 

22.3 

子どもの性別

子どもが合格できるか不安だった

子どもに口出ししすぎてしまった

自分の焦りや不安を子どもに伝えてしまった

併願校の選び方がわからなかった

0 20 40 60 80 100
（％）

子どもの成績が思うように
伸びなくて悩んだ

受験にむけて何をサポートすれば
よいのかわからなかった

子どもの学力レベルにあった受験校を
選ぶのが難しかった

友だちやきょうだいと比較して、
子どもに嫌な思いをさせてしまった

　　　　　　　　　　　　　　　 74.3

　　　　　　　　　　　54.2

　　　　　　　　　44.2

　　　　　　　　 40.5

　　　　　　　　38.7

　　　　　　   33.2

　　　　　    27.9

　　　　　23.4

男子

注１）「とてもそう」＋「まあそう」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの。

Q
図2-9　受験の悩み（母親）

母親あなたは、お子様の高校受験について、次のようなことで悩んだり不安を
感じたりしたことはありましたか。 
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Ⅱ　受験勉強Ⅱ　受験勉強

模試や定期テストの点数を確認した

子どもがきちんと勉強しているか、ようすを確認した

「勉強しなさい」と声をかけた

受験対策に関する情報を積極的に収集した

子どもが学校の授業をおろそかにしないように気をつけさせた

子どもが、自分にあった勉強法に気づけるようにサポートした

子どもが勉強していてわからないところを教えてあげた

勉強の計画を一緒に立てた

子どもの体調管理に気を配った

子どもの生活リズムが崩れないように気をつけた

子どもが適度な息抜きをできるように心がけた

子どもがスランプに陥ったときにサポートするよう心がけた

家族が勉強の邪魔をしないように気を配った

合格した後のごほうび（買い物、旅行など）の約束をした

勉強する場所の片づけをした

0 20 40 60 80 100
（％）

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　90.6

　　　　　　　　　　　　　　  　 77.2

　　　　　　　　　　　　　   67.7

　　　　　　　　　　　　     64.3

　　　　　　　　　　　　  61.8

　　　　　　　　　　48.6

　　　　　　　　  41.5

　　　　　 25.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　 85.2

　　　　　　　　　　　　　　　　78.7

　　　　　　　　　　　　　　68.2

　　　　　　　　　　　　   61.9

　　　　　　　　　　 49.6

　　　　　　　　  41.1

勉強

心身のケア

環境づくり

母親は「模試や定期テストの点数を確認した」
など勉強面の関わり、「子どもの体調管理に気
を配った」など心身のケア、「家族が勉強の邪
魔をしないように気を配った」など勉強に集
中できる環境づくりと、様々な関わりをして
いたことがわかる。勉強面では子どものよう

すを確認したり声をかけたりするだけでなく、
「子どもが勉強していてわからないところを教
えてあげた」（41.5％）、「勉強の計画を一緒に
立てた」（25.5%）のように、具体的な勉強内
容まで関わった母親もいる。

7 母親の関わり
９割の母親が「模試や定期テストの点数を確認した」「子どもの体調管理に気を配っ
た」と回答。勉強を教えてあげた母親は４割。

注）「とてもそう」＋「まあそう」の％。

Q
図2-10　受験勉強・母親の関わり

母親あなたは、お子様の受験勉強に関して、次のようなことをしていましたか。

少し口うるさくなってし
まった。初めての受験で子
どもに悲しい思いはさせた
くないという一心でしたが、
もう少しおおらかに見守る
ことも必要でした。（神奈川
県／子どもは女子）

上の子とのダブル受験
だったので、私は、不安
材料を持った上の子にか
かりきりになってしまっ
た。もっと考えてあげれ
ばよかった。（新潟県／
子どもは女子）

イライラしていたときどの
ように対処すればわからな
く、口出しせずに自分で考
えさせようと見守ったが、そ
のような対応でよかったの
かいまだに思うところがあ
る。（愛知県／子どもは男子）

模擬試験の結果が受ける
たびに変わり、子ども以
上に不安を口に出してし
まった。点数に一喜一憂
せず、見守ったり励まし
たりするべきだった。（福
井県／子どもは男子）
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Ⅲ　受験の評価Ⅲ　受験の評価

約９割の子どもが、「高校受験の勉強をがん
ばった」「高校受験は大変だった」と回答する
と同時に「高校受験の結果に満足している」
と回答しており、全体として、高校受験の経
験を前向きにとらえている。次に、現在通う
高校についてみると、中学生のとき「ぜひ入

学したかった」という回答は 52.5％である一
方、「もっと入学したい学校がほかにあった」
が 25.5％、「とくにどの学校に入学したいとい
うことはなかった」も21.9％に及んだ。ただし、
受験した高校のなかでは、約８割が現在通う
高校が第 1志望だったと回答している。

1 受験を振り返って
大半の子どもが、高校受験を「がんばった」「大変だった」「満足」と振り返っている。
また、現在通っている高校に中学生のとき「ぜひ入学したかった」との回答は約半数。

受験勉強をがんばったか

受験結果に満足しているか

高校受験は大変だと思ったか

37.5 48.6 11.3

2.5

43.8 45.7 8.3

とてもがんばった
あまりがんば
らなかった

全くがんば
らなかった

とても満足している まあ満足している

まあがんばった

2.1

（％）

40.5 48.7 9.1

1.7

中３時の校内成績別

あまり満足
していない

とても大変だと思った まあ大変だと思った
あまり大変だと
思わなかった

全く満足していない

全く大変だと思わなかった

図3-1　高校受験の努力・大変さ・満足度

上位 中上位 中位 下位

92.6 91.3 85.2 72.3

上位 中上位 中位 下位

88.2 91.1 89.5 87.0

上位 中上位 中位 下位

93.1 92.1 87.5 82.9

注） 「とてもがんばった」＋「まあがんばっ
た」の％。

注） 「とても大変だと思った」＋「まあ大変だ
と思った」の％。

注） 「とても満足している」＋「まあ満足して
いる」の％。

Q
子ども

・あなたは、高校受験の勉強をがんばったと思いますか。
・高校受験は大変だと思いましたか。
・あなたは、自分の高校受験の結果に満足していますか。

52.5

25.5

21.9

ぜひこの学校に
入学したかった

（%）

もっと入学したい
学校がほかにあった

とくにどの学校に入学したい
ということはなかった

46.1

36.8

17.1

1 校しか受験しなかったので、
当然第 1志望だった

複数の高校を受験したなかの
第 1志望だった

第 1志望では
なかった （%）

Q
図3-2　入学意欲の強さ 図3-3　第１志望か否か

子ども現在通っている高校は、あなたが中学生のときに入学を希望していた高校ですか。
現在通っている高校は、受験した高校のなかでは第１志望でしたか。

（%）
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Ⅲ　受験の評価Ⅲ　受験の評価

進路についてよく考えることができた

やればできると自信がついた

精神的に強くなった

将来の目標ができた

成績が伸びるのがおもしろかった

信頼できる先生と出会えた

勉強のコツがつかめた

おとなになった感じがした

親とのきずなが深まった

切磋琢磨できる友だちができた

もっと勉強しておけばよかった

実力相応の高校を受験すればよかった

0 20 40 60 80 100

ぜひ今の
学校に入学
したかった

ほかに入学
したい学校
があった

とくに入学
したい学校
はなかった

77.8

79.4

72.5

69.8

70.3

61.2

60.3

56.9

57.9

55.0

53.5

46.8

56.7

12.9

10.8

67.3

61.0

68.9

58.2

57.9

48.5

45.9

47.6

43.6

42.3

44.4

35.0

79.6

24.1

18.9

≫

≫

≫

≫

≫

≫

>

≫

≫

>

≫

≪

≪

<

>

≫

>

≫

>

>

>

>

>

>

≫

>

>

60.7

60.4

53.5

48.3

46.5

41.4

39.4

40.5

36.2

38.4

39.3

27.4

65.7

16.1

13.8

入学意欲別

（％）

今後の進路決定（大学受験など）
にむけてがんばろうと思った

長い期間勉強をやりとげた
達成感があった

自分の考えで受験する高校を
決めればよかった

　　　　　　　　　　　　　　  71.4

　　　　　　　　　　　　　　 70.5

　　　　　　　　　　　　　   67.4

　　　　　　　　　　　　   62.1

　　　　　　　　　　　　  61.9

　　　　　　　　　　    53.6

　　　　　　　　　　   52.1

　　　　　　　　　　 50.9

　　　　　　　　　　49.5

　　　　　　　　　   48.1

　　　　　　　　　   48.1

　　　　　　　　39.5

　　　　　　　　　　　　　 64.5

　　　 16.4

　　   13.5

よかったこと

反省点

高校受験を振り返って、６～７割の子どもが、
進路をよく考えたり、今後の進路決定へのや
る気が出たりするなど、進路に前向きな気持
ちを感じている。さらに、自信がついたり、
精神的に強くなったりと自分の力に対する成
果も感じていることがわかる。その一方、もっ

と勉強しておけばという後悔も６割程度みら
れる。入学意欲別では、全体的に、今の学校
に入学したかった子どもに前向きな回答が多
かったが、今後の進路決定へのやる気につい
ては、ほかに入学したい学校があった場合と
の間にあまり大きな違いはみられない。

2 よかったこと・反省点
７割の子どもが、「進路についてよく考えることができた」「やればできると自信が
ついた」と成長実感を得ている。

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの、≪≫は10ポイント以上差があるもの。
注３）「入学意欲」の詳細はｐ15図３－２を参照。

Q
図3-4　高校受験のよかったこと・反省点

子ども今、高校受験を振り返ってみて、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。
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Ⅲ　受験の評価Ⅲ　受験の評価

成績が伸びるのがおもしろかった

週28時間以上

週28時間未満

週21時間未満

週14時間未満

週7時間未満

0 20 40 60 80 100
（％）

　　   　　　　　　　   　　　66.7

　　　 　　　　　　　   　   62.3

　　 　　　　　　　　 51.5

　　  　　　　　　　 47.3

    　　　 　  27.9

勉強のコツがつかめた

週28時間以上

週28時間未満

週21時間未満

週14時間未満

週7時間未満

0 20 40 60 80 100
（％）

   　　　　　　　　　   　　　  67.3

　　　　　　　　　　　     59.1

　  　　　　　　　　      53.2 

　    　　　　　　  41.0 

  　　　     21.7

成績が伸びるのがおもしろかった 勉強のコツがつかめた

あがった

変化なし

さがった

0 20 40 60 80 100
（％）

あがった

変化なし

さがった

0 20 40 60 80 100
（％）

　　　　　　　　　　　　　   67.5

　　　　　　　　　  46.1

　　　　　　　33.8

　　　　　　　　　　　　     64.5 

　　　　　　　　　43.7 

　　　　　　  31.0

成績が伸びるのがおもしろかった （％） 勉強のコツがつかめた
0 20 40 60 80 100

（％）

勉強法を
工夫した群

勉強法を工夫
しなかった群

勉強法を
工夫した群

勉強法を工夫
しなかった群

0 20 40 60 80 100

　　　　   　　　　　   　　　  68.0

　　　　    　　　  40.8

　　　　　　　　 　   　　　  　71.3

　　　      　       34.1

高校受験のよかったことのうち、「成績が伸び
るのがおもしろかった」「勉強のコツがつかめ
た」の 2項目に焦点をあて、受験勉強のしか
たとの関連を探った。図３－５からは、中 3
時の勉強時間が長い子どもほど成長実感を得
ている傾向が読み取れる。また、図３－６、

３－７からは、勉強法を工夫した経験、苦手
教科を克服した経験をもつ子どものほうが、
成長実感を得ていることがわかる。受験にむ
けては勉強時間を確保することに加え、その
なかで子どもたち自身が工夫をしながら勉強
法を確立していくことが重要と考えられる。

 
高校受験にむけての勉強時間が長い子ども、勉強法の工夫をした子どものほうが、
「成績が伸びるのがおもしろかった」「勉強のコツがつかめた」と回答している。

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２）勉強時間はｐ８図２－１を参照。

注１） 「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２） 勉強法工夫の有無については、「勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみた」に「とてもあてはまる」

「まああてはまる」と回答した人を「勉強法を工夫した群」、「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」と回答した人を「勉
強法を工夫しなかった群」とした。詳細はｐ10図２－６を参照。

注１） 「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２）苦手教科の成績推移はｐ９図２－４を参照。

図3-5　高校受験のよかったこと（中３ ９月の週あたり勉強時間別）

図3-6　高校受験のよかったこと（勉強法工夫の有無別）

図3-7　高校受験のよかったこと（苦手教科の成績推移別）
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Ⅳ　受験と高校生活Ⅳ　受験と高校生活

８割以上が、高校の楽しさや日常生活の充実
感を感じる一方で、勉強が難しくなったとも
回答している。また、６割強が上手な勉強の
しかたがわからず、５割弱が勉強しようとい
う気持ちがわかないなど、勉強面での課題が
みられる。入学意欲別では、今の学校に入学

したかった子どもは、全体的に前向きな意識を
もっている。一方で、高校卒業後の進学先や
将来の仕事について考えているかは、今の学
校かほかの学校かを問わず、入学したい学校
があった場合にはあまり差がなく、入学した
い学校がなかった場合との間で差がみられた。

1 現在の高校での取り組み・悩み
８割以上が、高校は楽しく、日常生活が充実していると前向きな生活を送る一方、
５～６割は勉強方法がわからず、意欲がわかないなど、勉強面での課題がみられる。

学校の授業に積極的に取り組んでいる

上手な勉強のしかたがわからない

勉強しようという気持ちがわかない

今の自分の成績に満足している

学校は楽しい

日常生活全般が充実している

部活動に積極的に取り組んでいる

将来の仕事について自分なりに考えている

将来、社会でうまくやっていけると思う

おとなになって社会に出るのが楽しみだ

0 20 40 60 80 100

ぜひ今の
学校に入学
したかった

ほかに入学
したい学校
があった

とくに入学
したい学校
はなかった

86.2

81.5

74.3

60.9

41.6

44.3

33.9

92.1

87.5

82.4

78.5

75.4

79.8

82.5

72.5

65.8

53.6

82.3

74.7

74.6

63.9

48.3

37.6

31.8

82.8

76.4

70.2

69.8

63.2

77.5

69.6

69.5

58.3

44.4

>

<

>

>

≫

≫

>

≫

≫

>

>

>

<

>

<

≫

>

≫

>

77.4

67.8

70.6

68.7

54.8

28.2

39.0

83.0

73.7

67.5

69.3

61.9

66.1

63.5

59.2

53.7

37.4

入学意欲別

（％）

高校生になって、勉強する内容が
急に難しくなったと思う

授業のペースについていくことが
できている

学校内に自分の本音や悩みを
話せる友だちがいる

行事（文化祭や体育祭など）に
積極的に取り組んでいる

自分にあった勉強方法を
教えてくれる先生がいる

高校生活で自分なりの目標を
みつけて努力している

高校卒業後の進学先について
自分なりに考えている

勉強・成績について

高校生活について

将来について

　　　　　　　　　　　　　　　　　83.3

　　　　　　　　　　　　　　　   76.8

　　　　　　　　　　　　　　　73.5

　　　　　　　　　　　　　63.4

　　　　　　　　　  46.2

　　　　　　　　39.0

　　　　　　　34.6

　　　　　　　　　　　　　　　  　　 87.7

　　　　　　　　　　　　　　　  　 81.7

　　　　　　　　　　　　　　　  76.0

　　　　　　　　　　　　　　　 74.3

　　　　　　　　　　　　　　 69.3

　　　　　　　　　　　　　　　  76.2

　　　　　　　　　　　　　　　  75.0

　　　　　　　　　　　　　　68.8

　　　　　　　　　　　　  61.3

　　　　　　　　　   47.7

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２）＜＞は5ポイント以上差があるもの、≪≫は10ポイント以上差があるもの。
注３）「入学意欲」の詳細はｐ15図３－２を参照。

Q
図4-1　現在の高校生活

子ども現在、あなたには次のことがどれくらいあてはまりますか。 



19

Ⅳ　受験と高校生活Ⅳ　受験と高校生活

現在の学習状況と、中 3時の学習状況との関
連をみる。図４－２からは、中３時に勉強の
おもしろさや役立ち感を理由に勉強していた
子どもは、現在も勉強の意欲が高いことが読
み取れる。また、図４－３からは、受験で勉
強のコツがつかめたと感じた子どものほうが、

現在勉強法で悩むケースが少ないことがわか
る。ただし、少ないとはいえ、受験で勉強の
コツがつかめたと感じた子どもでも半数以上
が現在「上手な勉強のしかたがわからない」
と回答している点は、課題であると考えられ
る。

受験で「勉強のコツがつかめた」と感じた子どもでも、半数以上は現在「上手な勉強
のしかたがわからない」と回答。

「親や先生に勉強するよう言われたから」別

「勉強がわかること自体おもしろかったから」別

「勉強のしかたを身につけたかったから」別

「勉強したことは、いずれ仕事や生活の
役に立つと思ったから」別

そう思った群

そう思わなかった群

そう思った群

そう思わなかった群

そう思った群

そう思わなかった群

そう思った群

そう思わなかった群

0 20 40 60 80 100
（％）

　　　　　　　　　　　53.1

　　　　　　　33.5

　　　　　　　 35.6

　　　　　　　　　　　   56.6

　　　　　　　    38.1

　　　　　　　　　　　53.3

　　　　　　　   37.8

 　　　　　　　　　　　55.7

「勉強のコツがつかめた」別

勉強法工夫の有無別
勉強法を工夫した群

勉強法を工夫しなかった群

コツがつかめた群

コツがつかめなかった群

0 20 40 60 80 100
（％）

　　　　　　　　　　　   57.9

　　　　　　　　　　　　　   67.3

　　　　　　　   　　　  55.1

　　　　　　　　　　　　　　  71.5

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２） 中３時の勉強した理由はｐ10図２－５を参照。「とてもそう」「まあそう」を「そう思った群」、「あまりそうでない」「全くそうで

ない」を「そう思わなかった群」とした。

注１）「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２） 勉強法工夫の有無については、「勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみた」に「とてもあてはまる」「ま

ああてはまる」と回答した人を「勉強法を工夫した群」、「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」と回答した人を「勉強法を
工夫しなかった群」とした。詳細はｐ 10 図２－６を参照。「勉強のコツがつかめた」は、「とてもあてはまる」「まああてはまる」を「コ
ツがつかめた群」、「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」を「コツがつかめなかった群」とした。詳細はｐ 16 図３－４参照。

図4-2　現在「勉強しようという気持ちがわかない」の比率（中３時の勉強した理由別）

図4-3　現在「上手な勉強のしかたがわからない」の比率（中３時の勉強法工夫の有無別、「勉強のコツがつかめた」別）
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　今回の調査から浮かび上がったのは、高校受験
をめぐる今日的な親子関係である。
　今回のアンケートは学校を通じての悉皆調査で
はなく、インターネットによって実施されている。
調査結果を読み解く上では、この点に留意しなけ
ればならない。母集団は調査会社のモニターであ
り、そこから該当者が抽出され、パソコン上で母
親と子どもが答えるという方法である。このよう
な方法が採用されたため、アンケート回答者は、親
子関係がある程度良好な家庭が多いと予想される。
　この点をふまえて今回の調査結果を見てみると、
アンケートに回答した親子は二人三脚で高校受験
に取り組んでいることが分かる。端的な例が、志
望校選びの情報源に関する質問の回答である。子
どもへの「あなたは、志望校を決めるのに、次の
項目のようなことをそれぞれどのくらい参考にし
ましたか。」という問いに対して、もっとも多かっ
た回答は「保護者の話」で 84.8％に達した。
　校外模試の結果も、担任の先生の話もそれには
及ばず、「中学校が作成した進路指導資料（校内模
試の成績も含む）」は 59.6％にすぎなかった。業
者テスト廃止前の高校受験と言えば、生徒の成績
や内申点が最重要で、それで進路先が振り分けら
れ、三者面談では担任教師が親子に対して受験可
能な高校を紹介し、時には親子を説得するといっ
た印象が強かった。だが、今や学校の担任教師の
話や学校側が提示する情報はそれほどの影響力や
決定力を持たず、子どもにとっては親の話の方が
より重要な情報源となっている。
　また、「あなたは、お子様の志望校を決めた時の

ことについて、次のようなことがどれくらいあて
はまりますか」という問いに対して、母親の
93.1％は「受験する高校を子どもと一緒に考えた」
と答えている。子どもの側も、そうした母親の関
わりに対して、それほど疎ましく思っているわけ
ではなさそうだ。90.8％の子どもは「親はあなた
の意志を尊重して志望校を決めさせてくれた」と
答えている。「受験する高校のことで親と意見が食
い違った」と答えた子どもは 25.1％のみであり、
「志望校を親に決めつけられた」と答えた子どもは
さらに少なく、10.8％にしかすぎなかった。総じて、
この調査に回答した親子は協同して受験に取り組
むのであって、親子間の葛藤はそれほど大きくは
ない。
　今回対象となった子どもは、勉強時間は比較的
長いようである。中学 3年生の９月で、半数くら
いは２時間ないしそれ以上は学校や塾以外でも勉
強している（図１）。ただし、勉強はほとんどしな
いという子どもも一定数おり、とりわけ成績の低
い子どもには、直前になってもほとんど勉強しな
いという者が 15％近くいる（図表非掲載）。
　親子二人三脚で取り組んでいるといっても、そ
れほど必死に親子で高校受験に取り組んでいるよ
うには見えない。「受験を振り返って」の質問項目
で、子どもも母親ももっとも多かった答えは「まあ
がんばった」であり、子ども48.6％、母親 46.6％
である（母親は図表非掲載）。志望校を決める際に
重視したのは、「自分の学力にあっている」で、
94.9％の子どもが「重視した」と回答したが、「大
学への進学実績がよい」というのは 55.1％にすぎ

親子二人三脚の高校受験
大妻女子大学　酒井  朗

教育社会学の観点から

中3  9月ごろの平日

高校入試直前の平日

13.6 10.5 25.3 26.5 15.8 5.5
1.1

ほとんどしない
30分くらい

1時間くらい 3時間くらい 6時間以上
4時間くらい 5時間くらい

2時間くらい

（％）

6.0 4.2 15.4 25.3 25.0 13.3 6.5 4.2
1.8

注）「6時間以上」は「6時間くらい」「7時間くらい」「8時間くらい」「9時間くらい」「10時間くらい」「それ以上」の合計。

図1　勉強時間（学校や塾の授業を除く）
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　今回の調査対象である高校受験期は、将来に向
けてその進路の岐路に立たされる時期である。思
春期の後半にさしかかり、思春期前半に生じた第
二次性徴による身体の変化をほぼ通過し、より内
面的な自己を模索する時期になっている。しかし、
まだ現実性や社会性に乏しいため、子どもは一人
前にやっているようでも不安を抱いており、親か
ら見れば認識の甘さや頼りなさが目立つ時期でも
ある。
　今回の調査から、この時期の親子関係の特徴と
意義を探ってみたい。まず、保護者は、受験する
高校について、学校や塾の先生に相談するなど、
高校に関する情報を積極的に収集して、受験校を
子どもと一緒に考えようとし、子どもも受験校選
びに保護者の話をもっとも参考にしており、保護

者を情報源として頼っていることがうかがえる。
志望校決定では、親は自分の意志の主張を抑えて
でも、子どもの意志を尊重するように努めている。
母親は、テストの点数を確認したり、体調管理に
気を配ったりして、勉強面、身体面をよくケアす
るだけでなく、子どもの適度な息抜きや、子ども
のスランプへのサポートを心がけ、合格した後の
ごほうびの約束までもしている。ここからは、子
どもの受験ストレスやモティベーションの維持に
も細やかに気を配り、子どもの心理面のコントロー
ルに大きく関与する母親の姿がうかがえる。
　これらの傾向は、別の調査結果（Benesse 教育
研究開発センター「第 2回子ども生活実態基本調
査」2009 年実施）から見出された、“友だち親子”
という昨今の親子関係の特徴とも重なるようであ

受験期は“友だち親子”が試されるとき
―イライラの増幅を乗り越えて

なかった。子どもの学力にあったところでもっと
もふさわしい高校を、親子が一緒になって選んで
いる様子が目に浮かぶ。
　なお、本当に問題なのは、実はここでは見えて
こない親子である。様々な理由により、親子二人
三脚で物事に取り組めない家庭がある。かつては

そうした家庭の子どもも、学校で指導されて受験
に取り組めた。だが、高校受験において家庭が主
体になってくると、親子で協同して受験に取り組
めない家庭の子どもは、ますます不利な立場に置
かれるだろう。この点にどう対応するかが、今後
大きな課題として浮かび上がってくる。

目白大学／KIDSカウンセリング・システム　黒沢  幸子

臨床心理学の観点から

（％）

全体
母親の否定的関与別

少ない ⬅ ➡ 多い

子どもの悩み
なんだかイライラした

家族に口答えしたりしてあたった

65.6
51.9

55.5 
37.1 

68.7 
56.8 

78.7 
68.4 

79.5 
75.3 

よかったこと 精神的に強くなった 62.1 64.1 62.1 61.4 56.0

注１） 「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２） 母親の否定的関与については、「子どもに口出ししすぎてしまった」「自分の焦りや不安を子どもに伝えてしまった」「友だちや

きょうだいと比較して、子どもに嫌な思いをさせてしまった」の3項目で「とてもそう」「まあそう」を選んだ個数によって、「少な
い」～「多い」に分類した。

表１　子どもの受験の悩み、よかったこと（母親の否定的関与別）
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る。友だち親子では、親子は思春期になってもよ
く会話をし、親は子どもの嫌がるようなかかわり
はせず、肯定的で支持的なかかわりを多く行って
いる。しかし、一方で、親子の境界線が薄れ（ボー
ダレス化）、親子の “共揺れ現象”も生じやすくなり、
子どもの自立や主体性を阻害する可能性も示唆さ
れている。
　高校受験も、子どものことではあるが、親は我
がこととして動いてしまっている側面もあるかも
しれない。その場合、子どもが思い通りにいかな
いと、親のほうがイライラし、口出しが増えると
いうことにもなるであろう。
　受験期を振り返って、子どもに口出ししすぎた、
自分の焦りや不安を子どもに伝えてしまった、友
だちやきょうだいと比較して子どもに嫌な思いを
させてしまったと答えている母親は少なくない。
このような悩みは、母親にとって特に息子に対し
てより多く感じるようである。思春期は “甘えと反
抗” の両価性に揺れる時期であり、男の子は、女
の子よりも思春期が遅延するとされている。母親
にとって異性である男の子の受験期への対応は、
より悩み多い傾向がうかがえる。

　母親からの子どもへのこれらの否定的関与が多
いほど、子どものイライラや家族への反抗的な態
度が多くなっており、反対に、これらの否定的関
与が少ない方が、受験期を経て自分が強くなった
という子どもが多くなる傾向にある（表１参照）。
図表は省略するが、親が「勉強しなさい」と言う
よりも、息抜きやスランプのサポートを心がける
ほうが、受験を経て子ども自身が強くなったと答
える傾向が高い。また、受験期に「親や先生から
勉強するよう言われたから」勉強したという子ど
もは、高校になって勉強する気持ちがわかない傾
向が高くなっている。
　不本意入学だった場合、その受験期は親子とも
にストレスが確かに高いが、高校進学後に、将来
をしっかり見据えている姿は第一志望入学者と変
わらないことがうかがえる。
　以上のことからも、高校受験の経験は、目先の
ことだけでなく、子どもの成長の長いスパンの一
コマととらえ、焦らず、親子ともに自立や主体性
を獲得していくための貴重な機会とできるように
していきたい。　

■ 自律的な理由による受験勉強と高校入学後の学
習意欲ならびに学校適応の関連

　心理学においては、自律的に行った行動は、適
応的な結果と関連があることが示されている。受
験勉強においても当然これがあてはまり、自律的
な動機（理由）を持って受験勉強に取り組んだ生
徒は、高校入学後の学習に対する意欲や学校生活
における適応が高く、逆に、他律的な理由で受験
勉強に取り組んだ生徒は、高校入学後の学習に対
する無気力や学校不適応（ex. ドロップアウト）と
関連すると言われている。

　ここで 19ページの結果を見ると、「親や先生に
勉強するよう言われたから」といった他律的な理
由で受験勉強をしていた生徒は、高校に入学して
から「勉強しようという気持ちがわかない」と回
答する者が多く（53.1％）、「勉強がわかること自
体おもしろかったから」「勉強したことは、いずれ
仕事や生活の役に立つと思ったから」といった自
律的な理由で勉強していた生徒は、高校入学後に
おける学習の意欲も高い。これは、受験勉強に対
して、“（親や教師、社会によって）させられている”
ととらえるのか、“（自ら望んで）している” ととら

学ぶ意欲・やる気の観点から見た受験勉強
筑波大学大学院准教授　外山  美樹

教育心理学の観点から
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えるのかによって、物事（学習や課外活動など）
に対する積極性などが異なってくるためと考えら
れる。おもしろい（おそらく得意な）教科では “お
もしろいから” という理由で受験勉強できるのは
当然であるが、おもしろくない（おそらく不得意な）
教科においては、“将来こうなりたいから、自分の
夢を実現したいから、将来に役立つから” といっ
た自律性の高い理由で受験勉強することが、その
後の学習意欲や適応につながるということになる。
　
■入学意欲と高校入学後の学校生活の関連
　不本意入学者は学校適応が良くないと指摘され
ているが、今回のデータでもそのことが裏づけら
れた。18ページに示す通り、不本意入学者は本意
入学者に比べて、「日常生活全般が充実している」
「部活動に積極的取り組んでいる」といった高校生
活の適応に関する内容において、あてはまると回
答した者の割合が少ない。さらに問題は、入学し
たい高校がなかった無動機入学者である。無動機
入学者においては、高校卒業後の進学先や将来の
仕事について考えるといった将来展望の視点が他
の者に比べて低い。
　近年の進路指導においては、卒業後（つまり、
高校入学後）新しく迎える生活においてよりよく
適応し、進歩向上していくことができるように、
指導・援助することが重要であることが指摘され
ている。よって、進路指導の際には、“将来こうし

た職業につきたい” “将来こういう人間になりたい”
など、生徒自身が自己実現の目標をもてるような
配慮が重要になってくる。それが先にも述べた自
律的な理由による受験勉強にもつながることにな
る。希望する高校に合格することは重要なことで
はあるが、第１希望ではない高校に入学すること
になったとしても、それが将来への目標を達成で
きる進学先であれば、高校入学後の学習意欲や学
校適応はそれほど悪くはならないであろう。

■受験勉強における意欲・やる気を高める工夫
　受験勉強は長期間に渡って行われるものである
ため（４ページ参照）、意欲・やる気を持続させる
ことが受験勉強を乗り切るために重要になってく
る。そのやり方や工夫は、11ページで紹介されて
いる。中３時の成績が上位の生徒ほど、受験勉強
をするうえで自分なりの工夫やうまく乗り切るコ
ツがあると回答しており（成績上位では49.3％、下
位では16.9％）、そうした工夫やコツがいかに重
要であるかがわかるだろう。学習を効果的に進め
ていくために、意欲・やる気を高めたり維持した
りする方法は、心理学の知見からも明らかにされ
ているので、それらを表２にまとめてみた。受験
勉強における意欲・やる気を高める工夫やコツは、
人によっても異なることが考えられるため、表２
に示された方法の中から自分に合ったやり方を見
つけることが大切である。

引用文献
　伊藤崇達・神藤貴昭　（2003）. 中学生用自己動機づけ方略尺度の作成　心理学研究、74、 209-217.

方略のカテゴリ 方略の内容

内容方略 学習内容を身近なこと，よく知っていることや興味のあることと関係づける。

整理方略 ノートのまとめ方，部屋や机などの環境を整える。

負担軽減方略
得意なところや簡単なところをしたり，飽きたら別のことをしたり，休憩をしたりするなど，　
負担の軽減を図る。

めりはり方略 学習時間の区切りをうまくつけて集中力を高める。

想像方略 将来のこと（ex. 高校生活のこと）を考えたり，積極的な思考をしたりする。

社会的方略 友だちとともに学習をしたり相談をしたりする。

報酬方略 飲食や親からのごほうび，すなわち，外的な報酬によって学習へのやる気を高める。

表２　意欲・やる気を高めるための方略（伊藤・神藤，2003をもとに作成）

注）“方略”というのは，“方法”や“戦略”といった意味である。
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